
受け入れをサポートチラシ

令和6年1月の15日会は、地域の休耕田を活用して栽培された蕎麦を参加者で試食しました。

耕作されなくなった休耕田を蕎麦畑として復活しました。一面に咲く蕎麦の花

△

受
入
れ
サ
ポ
ー
ト
チ
ラ
シ

日ヶ谷15日会　～日ヶ谷を持続可能な集落とするために！！～

【日ヶ谷15日会　地域の話合いの場】～話合いの成果が少しずつ形に～
　京力農場プラン※1や集落戦略策定に向けた話合いを目的に、
令和3年11月15日に第1回目が開催され、次に集まるのも15日だったことから、会の名称も15日会となりました。
　現在までに26回目を数え、日ヶ谷をどんな集落にしたいかをグループワークで意見を出し合いながら、
田園風景や特産品など沢山の日ヶ谷の良いところや、昔の懐かしい暮らしの話が飛び交うなど、毎回和やか
で活気のある空気で進められています。
　昨年には、移住者やUターン者の手助けをするチーム「日ヶ谷ぐらし応援隊」も誕生し、
その甲斐あって、この取組による初めての移住者が当地域へ転入されました。（S委員）

みやづ ◎新農業委員会委員の紹介
◎農業委員会の活動紹介
◎市長に意見書を提出
◎農地の転用・売買・賃借手続き
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　任期満了に伴い農業委員会は新体制に移行しました。
　また、令和５年７月20日に開催された初総会において、会長に関野掲司氏、同職務代理者に今中睦美氏が選出され、また、
その後開催された農地利用最適化推進会議において、代表に瀬戸享明氏、同副代表に糸井真氏が選出されました。
　令和8年7月19日までの3年間、24名の農業委員会委員（農業委員14名、農地利用最適化推進委員10名）と73名
の農業委員会協力員による体制のもと、農地の利用集積や遊休農地の解消等、さまざまな活動を行ってまいります。

〈
農
業
委
員
〉

◎
前
列
右
か
ら
氏
名
（
担
当
地
区
）

宇
野
　
由
美
子
（
惣
・
皆
原
）

林
原
　
雅
人
（
中
津
〜
獅
子
）

今
中
　
睦
美
（
市
西
部
・
中
部
）

　
　
　
　※

職
務
代
理
者

関
野
　
掲
司
（
上
宮
津
）※

会
長

山
田
　
正
明
（
由
良
）※

菖
蒲
谷
　
透
（
新
宮
〜
上
司
）

吉
田
　
進
（
日
置
）

◎
後
列
右
か
ら
氏
名
（
担
当
地
区
）

小
山
　
有
美
恵
（
世
屋
）

酒
井
　
義
浩

（
宮
村
・
滝
馬
・
辻
町
・
山
中
）

吉
田
　
雅
典
（
府
中
）※

垣
根
　
敏
孝
（
養
老
）

松
本
　
聡
（
吉
津
）

和
久
田
　
二
三
代

（
波
路
・
波
路
町
・
獅
子
崎
）

土
井
　
司
（
日
ヶ
谷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　﹇※
役
員
﹈

〈
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
〉

◎
前
列
右
か
ら
氏
名
（
担
当
地
区
）

志
水
　
雅
（
日
ヶ
谷
）

溝
口
　
喜
順
（
世
屋
）

瀬
戸
　
享
明
（
日
置
）※

代
表

糸
井
　
真
（
吉
津
）※

副
代
表

橋
本
　
学
（
養
老
）

◎
後
列
右
か
ら
氏
名
（
担
当
地
区
）

古
橋
　
隆
三
（
府
中
）

粉
川
　
正
太
郎
（
上
宮
津
）

柴
田
　
眞
市
（
栗
田
）

杉
本
　
廣
行
（
宮
津
）

平
野
　
信
也
（
由
良
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　﹇※

役
員
﹈

新農業委員会委員の紹介
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城﨑市長へ意見書を提出する関野会長（左）

農地パトロール：山中地区の田園風景（R5.10.19）

宮崎県川南町農業委員会視察研修受入れ風景（R6.1.18）

■
月
一
で
、「
農
業
委
員
会
定
例

総
会
」
を
開
催
（
毎
月
10
日
前

後
）

○
農
地
転
用
や
貸
借
設
定
の
届
出
等

を
審
査
し
、
決
定
し
ま
す
。

○
総
会
案
件
に
つ
い
て
、
事
前
に
担

当
委
員
が
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

■
定
例
総
会
後
に
「
農
地
利
用
最

適
化
推
進
会
議
」
を
開
催

○
各
地
区
の
農
地
利
用
の
取
組
や
地

域
活
性
化
に
向
け
た
施
策
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
し
た
り
、
研
修
を

行
い
ま
す
。

■
各
地
区
の
「
話
合
い
」
の
旗
振

り
役
を
務
め
ま
す
。

○
京
力
農
場
プ
ラ
ン※

１
や
地
域
計

農地パトロール 実施報告
・令和5年10月19日㈭
　南部地区20か所　参加委員9名
・令和5年10月27日㈮
　北部地区22か所　参加委員13名
視察研修 実施報告
・令和5年11月30日㈭参加委員16名
　①㈱小林ふぁーむ（福知山市）
　②農事組合法人かわい（福知山市）
・令和6年2月15日㈭参加委員15名
　①京丹波町農業委員会（京丹波町）
　②中六人部地域づくり協議会（福知山市）
　③THE610BASE（福知山市）

意
見
書
の
提
出

　

農
地
等
の
最
適
化
に
関
す
る
施
策
に
つ

い
て
、
11
月
17
日
に
市
長
へ
意
見
書
を
提

出
し
、
有
害
鳥
獣
対
策
の
一
層
の
強
化
の

ほ
か
、
農
業
で
生
計
が
立
て
ら
れ
る
施
策

の
立
案
や
人
材
の
確
保
に
向
け
た
取
組
を

関
係
機
関
と
連
携
し
て
進
め
て
ほ
し
い
な

ど
、
来
年
度
に
向
け
た
農
業
振
興
施
策
を

有
効
的
に
進
め
て
い
た
だ
く
よ
う
意
見
交

換
を
し
ま
し
た
。

※

意
見
書
は
宮
津
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

農業委員会はこんな活動をしています

画※

２
の
策
定
に
向
け
た
話
合
い

を
推
進
す
る
た
め
、
農
業
委
員
会

協
力
員（
各
集
落
に
1
名
を
委
嘱
）

と
連
携
し
、
会
議
の
調
整
・
進
行

等
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

■
そ
の
ほ
か
に…

○
毎
年
夏
に
は
、
農
地
利
用
状
況
調

査
（
耕
作
放
棄
地
調
査
）
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
秋
に
は
、
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
、
先
進
地
視
察
、
農
家

を
代
表
し
て
市
長
へ
の
意
見
書
の

提
出
を
行
い
ま
す
。

○
旧
町
村
ご
と
で
地
区
連
絡
会
議
を

開
催
し
、
人
・
農
地
の
情
報
を
共

有
し
、
話
合
い
活
動
に
向
け
た
調

整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
若
手
農
業
者
の
集
い
を
年
2
回
開

催
し
、
就
農
者
間
の
交
流
・
親
睦
、

営
農
上
有
益
な
情
報
の
習
得
を
行

っ
て
い
ま
す
。

○
農
業
者
年
金
や
全
国
農
業
新
聞
の

普
及
推
進
役
も
担
っ
て
い
ま
す
。

■
集
落
を
維
持
・
発
展
す
る
話
合

い
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
！

○
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進
展
に
よ

り
、
集
落
の
広
大
な
農
地
を
守
る

担
い
手
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
守
り
続
け
ら
れ
た
集
落
の

自
然
資
産
で
あ
る
農
地
を
維
持
す

る
た
め
に
は
、
農
家
だ
け
の
マ
ン

パ
ワ
ー
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
地
域
の
皆
さ
ん
も
農
家
組

合
が
主
催
す
る
地
域
計
画
の
話
合

い
に
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

1　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
こ
と
で
京
都

府
の
呼
称
。
農
業
者
が
話
合
い
に
基

づ
き
、
地
域
農
業
に
お
け
る
中
心
経

営
体
、
地
域
に
お
け
る
農
業
の
将
来

の
あ
り
方
な
ど
を
明
確
化
し
、
市
町

村
が
公
表
す
る
も
の
。

※

2　

地
域
の
関
係
者
（
非
農
家
等
含
む
）

が
話
合
い
に
基
づ
き
作
成
す
る
地
域

の
将
来
の
農
地
の
利
用
の
姿
を
農
地

一
筆
単
位
で
明
確
化
し
た
設
計
図
で
、

地
域
農
業
の
将
来
の
あ
り
方
を
ま
と

め
た
「
計
画
書
」
と
「
目
標
地
図
」

を
セ
ッ
ト
で
合
意
決
定
し
、
令
和
7

年
3
月
ま
で
に
市
町
村
が
公
表
す
る

も
の
。
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　「自分の農地だから許可や届出などしなくても、自由に売ったり、貸したり、転用してもよいのでは
ないか」と思っておられる方はいませんか？

◆耕作者の農地の取得を促進し、その権利を保護するとともに、農地を守り、農地の効率的な利用を図るために、
　「農地法」という法律があります。
◆農地を売ったり、貸したり、転用したりするときには、「農地法」に基づく許可が必要です。（許可申請書の受付
　締切日は毎月20日。ただし、当該日が土日祝日の場合は、その直後の平日です。）

農地を売買したり、
貸し借りするときは

3条申請
自分名義の農地を転用
するときは

4条申請

他人名義の土地を買っ
てあるいは借りて転用
するときは

5条申請

情報委員会

委
員
長
　
和
久
田
二
三
代

委
　
員
　
林
原
　
雅
人

　
　
　
　
垣
根
　
敏
孝

　
　
　
　
杉
本
　
廣
行

　
　
　
　
志
水
　
　
雅

　

昨
年
5
月
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
が
5
類

へ
移
行
さ
れ
ま
し
た
。
終
息
し
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
本
市
へ
の
人
の
流

れ
も
徐
々
に
回
復
し
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

　

さ
て
、
農
業
に
お
い
て
は
少
子
高
齢

化
、
人
口
減
少
と
い
っ
た
問
題
に
伴
い

農
家
は
担
い
手
不
足
、
後
継
者
不
足
に

悩
ま
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
農

林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
本
市
の
農
家

数
も
２
０
１
０
年
に
は
９
４
６
戸
あ
っ

た
も
の
が
10
年
後
の
２
０
２
０
年
に
は

６
６
８
戸
に
な
り
29
・
4
％
の
減
少
と

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
さ
ら
に
加

速
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の

反
面
、
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て
は
増
加

傾
向
に
あ
り
こ
の
状
況
を
ど
こ
か
で
く

い
止
め
て
い
か
な
け
れ
ば
将
来
、
若
い

世
代
へ
優
良
農
地
を
継
承
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
市
と
市
農
業
委
員
会
で
は
、

令
和
7
年
3
月
の
地
域
計
画
策
定
に
向

け
て
各
集
落
で
話
合
い
を
進
め
て
い
ま

す
。
守
る
べ
き
農
地
を
し
っ
か
り
と
明

確
化
し
て
本
市
の
農
業
の
発
展
に
皆
様

と
共
に
地
域
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
委
員
）

◆農地の転用とは、農地に住宅、車庫、工場、倉庫、資材置場、駐車場、山林等、
農地以外のものに用途を変更することで、農業委員会を経て府知事の許
可が必要です。

◆転用申請では次のような内容を審査します。
　① 転用の目的は適正か
　② 転用の面積は適当か
　③ 水利等、必要な同意はあるか
　④ 付近の農業に与える影響はどうか
　⑤ 転用の目的は確実に実現できるかどうか
　⑥ 他の法令関係で手続きが必要な場合、
　　 それがなされているかどうか

営農・生活に役立つ
農業総合専門紙

頑張る農業者のみなさんを
応援します！

◆発　行　毎週金曜日
◆購読料　700円／月
◆申込み　農業委員会事務局まで

全国農業新聞

●農地の無断転用や無届による貸借は法律違反です。必ず農業委員会へ届出をしましょう。
●農地の形状変更には、事前の許可または届出が必要です。
●農地の適正管理は所有者、耕作者両者の義務です。荒廃農地をなくしましょう。

農地のことでお困りの
ことがありましたら、
お近くの農業委員会委
員または市役所事務局
へご相談ください。

農地相談を
　　随時実施中‼

農地の転用・売買・賃借等は許可を受けてから農地の転用・売買・賃借等は許可を受けてから

◆農地を耕作目的で売買したり、貸
し借りするときは、農業委員会の
許可が必要です。

◆なお、資産保有や投資目的による
売買、また、農地を取得する適格
者（下限面積要件は令和5年4月
から廃止されました。）でない場
合には許可されません。

◆農地の貸借は、令和7年4月から
現在の相対の届出から農地中間管
理機構（（一社）京都府農業会議）
を介した貸借に移行します。

実は自営業者も含め
入れる人が幅広い、すごい年金！

次の要件を満たす方なら広く加入できます。
① 国民年金の第1号被保険者で
② 年間60日以上農業に従事する
　　※家庭菜園の管理等もカウントできます
③ 60歳未満の人なら誰でもOK

詳しくは、農業委員会事務局へご相談を

に加入しましょう農業者年金

4再生紙を使用しています
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